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1. Introduction

本講演では、２次元 (整数格子上) の単純ランダムウォーク (SRW)の local timeに関す
る極限定理を扱う. 特に、これまで２次元の favorite point (SRW の local time が他点
と比べて極端に大きい点) という特異点に対して研究を進めてきた. また、その拡張と
して favorite domain (他の領域と比べて SRWの local time が極端に大きい領域)に着
目している. 近年この分野の第一人者である A.Dembo, Y.Peres, O.Zeitouni, J.Rosen
氏らによって、 [2]では favorite point と local time の汎関数の極限定理と密接な関係
を持つことが示されており、従って重要な研究対象と考えている.

2. Known results

local timeをK(n, x) :=
∑n

i=0 1{Si=x}と定義する. さらに、τn := inf{m ≥ 0 : |Sm| ≥ n}
とする. もともと A.Dembo 氏らによって、 [1]では次が示されていた：Z

2上の SRW
に対して、

lim
n→∞

maxx∈Z2 K(τn, x)

(log n)2
=

4

π
a.s.

これに基づき、0 < α < 1に対して、α-favorite points の集合を次のように定義する：

Ψn(α) :=

{

x ∈ Z
2 : K(τn, x) ≥

4α

π
(log n)2

}

.

さらに、j ∈ Nに対して、次の量を定義する：

|{(x1, ..., xj) ∈ Ψn(α)
j : d(xi, xl) ≤ nβ for any 1 ≤ i, l ≤ j}|.

この量について、[1]では j = 1の値を、講演者は j ≥ 2のときを評価した. j ≥ 2の
場合は、Green 関数から構成される行列の逆行列の全ての成分の和という新しい量が、
評価において重要になることが得られた. その後、Green 関数から構成される行列が、
ある意味で超距離行列に近づくということを示し、さらには超距離行列 (の逆行列の全
ての成分の和)の新たな性質を解明することで、新しい量に関する解析をすることがで
きた.
これを踏まえて、0 < α < 1に対して、favorite domain を定義する：

Rj,n(α) := {(x1, ..., xj) ∈ (Z2)j :

j
∑

i=1

K(τn, xi) ≥
4αj

π
(log n)2}.

3. Main result

favorite domain の長時間挙動での個数を評価した.
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Theorem 3.1 (0.2016). 0 < α, β < 1に対して、次が成立する：

lim
n→∞

logE[|{(x1, ..., xj) ∈ Rj,n(α) : d(xi, xl) ≤ nβ for any 1 ≤ i, l ≤ j}|]
log n

= ρ̂j(α, β).

ただし、

ρ̂j(α, β) =

{

2 + 2(j − 1)β − 2jα
(1−β)(j−1)+1

(β ≤ 1 + 1−√jα

j−1 ),

2(j + 1− 2
√
jα) (β ≥ 1 + 1−√jα

j−1 ).

この補題として、Green関数から構成された行列の最大固有値が、favorite domain
に関する重要な量に相当することが得られた. その後、Green 関数から構成される行
列が、ある意味で超距離行列に近づくということを踏まえ、さらには超距離行列 (の最
大固有値)の新たな性質を解明することで、Green関数から構成された行列の最大固有
値に関する解析をすることができた. 本講演では、時間の許す限りこの補題の証明や、
favorite domainを扱う動機を述べる予定である.
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